
（
理
事
会
会
議
風
景
） 

（１） ２０１９年（平成３１年）４月１日 第１７号  

  

東
教
育
財
団
の
平
成
三
十
一
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
は
、
三
月
五
日

開
催
の
理
事
会
の
決
議
を
経
て
、
同
日

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。 

  一 

助
成
事
業 

助
成
対
象
事
業 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・ 

発
展
に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園
の 

独
自
性
や
特
色
を
持
つ
事
業 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習 

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

  

   

  

 

  

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五 

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄 

与
す
る
事
業 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

助
成
対
象
団
体 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団
体 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 
 
 
 

 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行

う
団
体 

助
成

限
度

額 

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
満
期

償
還
と
な
っ
た
第
五
十
一
回
共
同
発
行

地
方
債
（
額
面
五
億
円 

利
率
一
・

九
％
）
の
償
還
後
の
運
用
を
新
発
債
の

国
債
・
地
方
債
の
金
利
状
況
を
勘
案
し

て
、
当
面
、
銀
行
に
定
期
預
金
し
、
債

券
市
場
を
見
守
る
こ
と
と
し
た
た
め
、

平
成
二
十
九
年
度
の
運
用
収
益
は
前
年

度
比
で
約
六
百
四
十
万
円
の
減
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
平
成
二
十
九
年
度
の
助

成
事
業
は
、
対
象
事
業
と
対
象
団
体
は

前
年
と
同
様
と
し
た
が
、
助
成
額
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
助
成
額
か
ら
概
ね
三

割
を
減
じ
た
額
と
し
た
。 

平
成
三
十
年
度
中
に
満
期
償
還
と
な 

 

    

る
国
債
・
地
方
債
は
保
有
し
て
い
な
か 

っ
た
が
、
前
年
六
月
満
期
償
還
と
な
っ 

た
地
方
債
の
償
還
後
の
運
用
を
引
き
続 

き
銀
行
に
定
期
預
金
し
、
債
券
市
場
を 

見
守
る
と
し
た
た
め
、
平
成
三
十
年
度 

の
運
用
収
益
は
平
成
二
十
九
年
度
の
収 

入
と
な
っ
た
同
地
方
債
の
利
息
（
九
百 

五
十
万
円
―
六
百
四
十
万
円
＝
）
三
百 

十
万
円
が
前
年
度
比
で
減
と
な
っ
た
。 

そ
こ
で
、
平
成
三
十
年
度
の
助
成
事
業 

は
、
平
成
二
十
九
年
度
助
成
額
か
ら
、 

学
校
教
育
で
約
三
割
、
社
会
教
育
で
約 

二
・
五
割
、
計
三
百
十
万
円
を
減
額
し 

た
基
準
で
助
成
し
た
。 

本
年
十
一
月
二
十
七
日
に
は
、
第
三

三
二
回
府
公
募
公
債
（
額
面
二
億
円
利

率
一
・
五
八
％
）
が
満
期
償
還
と
な
る

が
、
当
該
債
券
の
収
益
金
は
償
還
日
ま

で
に
年
間
収
益
額
を
確
保
で
き
、
平
成

三
十
一
年
度
運
用
収
益
は
全
体
で
前
年

度
収
益
額
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
平
成
三
十
一
年
度
の
助
成
基
準
は

平
成
三
十
年
度
と
同
様
と
し
た
。
但
し
、

本
年
度
か
ら
加
算
す
る
校
園
周
年
記
念

特
別
助
成
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

二  

特
定
費
用
準
備
資
金
積
立
事
業 

日
本
近
代
教
育
制
度
の
創
始
と
さ
れ 
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（
評
議
員
会
会
議
風
景
） 

 
 

る
学
制
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に

発
布
さ
れ
た
の
で
、
平
成
三
十
四
（
二

〇
二
二
）
年
に
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
前
後
の
期
間
（
平
成
三

一
～
三
五
年
度
）
に
周
年
記
念
特
別
事

業
を
行
う
中
央
区
所
在
の
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校
に
助
成
す
る

資
金
を
積
立
て
る
。 

                     

 

 

三  

広

報

啓

発

事

業 

『
東
教
育
財
団
だ
よ
り
』
発
行
事
業 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
を
発
行
（
年
四

回
）
す
る
。 

 

  

❖ 

収  

入
（
経
常
収
益
計
） 

三
三
、
一
一
八
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

四
、
一
五
七
、
〇
〇
〇
円
） 

❖ 

支  

出
（
経
常
費
用
計
） 

三
二
、
二
四
三
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

二
、
七
五
五
、
〇
〇
〇
円
） 

 (

内 

訳) 

【
事
業
費
計
】 

二
一
、
〇
一
三
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比
一
、
三
七
二
、
〇
〇
〇
円
） 

【
管
理
費
計
】 

一
一
、
二
三
〇
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比
一
、
三
八
三
、
〇
〇
〇
円
） 

       

 

  

                        

             
 

        
 

 

 

❖ 

差  

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

八
七
五
、
〇
〇
〇
円
（
※
） 

 
  

※ 

前
年
度
末
か
ら
保
有
す
る
特
定 

  
   

費
用
準
備
資
金
か
ら
四
十
五
万
円 

      

を
取
崩
し
、
新
た
に
百
六
十
万
円 

を
積
立
て
る
た
め
、
収
支
相
償
は 

       

▲
二
十
七
万
五
千
円
と
な
り
適
合 

す
る
。 

 

 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
に
改
正

労
働
契
約
法
が
施
行
さ
れ
、
有
期
労
働

契
約
が
五
年
を
超
え
て
更
新
さ
れ
た

場
合
、
有
期
労
働
契
約
者
の
申
込
み
に

よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約

（
無
期
労
働
契
約
）
に
転
換
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（
労
働
契
約
法
第
十
八

条
）。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
一
年

毎
の
有
期
雇
用
で
あ
っ
た
当
財
団
職

員
も
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
以
降

五
年
を
超
え
て
更
新
す
る
場
合
に
は
、

無
期
雇
用
職
員
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の

こ
と
に
よ
り
定
年
制
導
入
等
も
必
要

と
な
る
の
で
、「
職
員
勤
務
要
綱
」
の

一
部
を
改
正
し
て
、
所
要
の
規
定
整
備

を
行
っ
た
。 

 
    

 

 

  
 

併
せ
て
、
財
団
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

も
一
定
の
改
善
を
行
っ
た
。 

    

平
成
三
十
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の

具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

○ 

学
校
教
育
事
業
助
成 

「 

言
語
活
動
の
充
実
を
図
る 

図
書
館
開
放
事
業 

」 

          

   

                               

 

 

助
成
事
業
の
紹
介 

（２） 

財
団
職
員
の
雇
用
形
態
の
変
更 

平
成
三
十
一
年
度
収
支
予
算 



 

  
 

（３）  

中
大
江
小
学
校
で
は
、
図
書
館
の
蔵   

書
を
バ
ー
コ
ー
ド
で
管
理
す
る
こ
と
を

す
す
め
、
図
書
館
の
開
館
時
間
を
延
長
し

た
。 こ

の
こ
と
に
よ
り
、
児
童
が
本
と
出
会

う
機
会
が
増
え
、
言
語
活
動
の
充
実
が
図

ら
れ
、
豊
か
な
心
情
が
育
ま
れ
た
。 

 
 

（
助
成
額
三
十
万
円
） 

○ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「 

第
三
十
回
中
央
区
民
ま
つ
り 

」 

            

  

  

毎
年
十
月
の
第
三
日
曜
日
に
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
参
加
し
て
楽

し
め
る
、
区
民
の
創
意
・
工
夫
を
凝
ら

し
た
手
づ
く
り
の
区
民
ま
つ
り
を
開
催

し
、
温
か
い
心
と
心
の
ふ
れ
あ
う
連
帯

感
と
わ
が
ま
ち
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
失
わ
れ
が
ち
な
伝
統
行
事
や
催
し

を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
文
化
の
振
興
を

図
っ
て
い
る
。 

特
に
、
本
年
は
区
制
三
十
周
年
を
記              

念
し
て
、 

に
ぎ
わ
い
と
ふ
れ
あ
い
” 

あ
ふ
れ
る
中
央
区
の
良
さ
・
魅
力
を
積

極
的
に
発
信
し
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
、
中
央
区
の
“
い
い
と
こ
” 

好
き
な
と
こ 

に
つ
い
て
、
区
民
ま 

つ
り
の
会
場
で
も
募
集
し
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

「 

北
大
江
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト 

」 

十
月
十
四
日
（
日
）
か
ら
の
一
週
間 

を
「
コ
ン
サ
ー
ト
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
と
し
、 

地
域
周
辺
の
事
業
所
の
自
主
開
催
に
よ 

る
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
リ
レ
ー
開 

催
す
る
と
と
も
に
、
最
終
日
の
二
十
日 

（
土)

に
は
、
北
大
江
公
園
で
地
域
に
集

ま
る
楽
器
工
房
等
の
協
力
・
協
賛
に
よ

り
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
地
域 

 

  

一
帯
の
文
化
交
流
の
輪
を
広
げ
、
都
心

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
寄
与
し

た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
十
二
万
円
）  

                  

 
 

            

〇 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

南
大
江
地
域
「
地
域
文
化
祭
」 

  

 
 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

  
            

   

           

 

  

「 

船
場
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
二
〇
一
八 

」 

                 

船
場
地
域
の
歴
史
・
文
化
や
暮
ら
し

に
関
す
る
情
報
と
街
歩
き
に
活
用
で
き

る
地
図
を
内
容
と
す
る
小
冊
子
を
二
万

部
発
行
し
、
船
場
ま
つ
り
や
船
場
博
覧

会
等
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
月
間
を
中
心
に
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
配
布
し
、
イ
ベ
ン
ト

と
と
も
に
ま
ち
の
魅
力
を
伝
え
た
。 

 

（
助
成
額
十
五
万
円
） 

” 

” 
” 

” 

” 
” 



 

                             

  （４） 

       

元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
、
徳
川
幕

府
は
大
坂
を
直
轄
地
と
し
、
大
坂
城
代

を
置
い
た
が
、
そ
の
職
務
は
大
坂
城
の

警
護
と
西
国
大
名
の
監
視
と
さ
れ
、
大

坂
の
市
政
に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
り
を
持

っ
て
い
な
か
っ
た
。
市
政
は
、
東
と
西

に
置
か
れ
た
大
坂
町
奉
行
が
月
番
交
代

で
み
る
こ
と
と
さ
れ
、
月
に
八
日
奉
行

所
が
開
か
れ
た
。 

そ
も
そ
も
、
幕
府
が
大
坂
を
直
轄
地

と
し
た
の
は
、
軍
事
力
を
持
た
せ
な
い

た
め
で
あ
っ
て
、
大
坂
の
武
士
の
数
は
、

幕
府
派
遣
の
役
人
（
武
士
）
で
あ
る
大

坂
城
代
や
町
奉
行
、
町
奉
行
配
下
で
現

地
採
用
の
与
力
や
同
心
な
ど
合
わ
せ
て

も
せ
い
ぜ
い
二
千
人
程
度
で
あ
り
、
当

時
の
大
坂
の
人
口
の
う
ち
の
五
％
余
り

に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
但
し
、
関
西
大
学 

文
学
部
教
授
薮
田
貫
氏
は
概
ね
八
千
人 

と
試
算
《『
武
士
の
町 

大
坂
』
中
公
新

書
・
平
成
二
十
二
年
》）。 

 

大
坂
の
町
は
大
坂
三
郷
（
北
組
・
南 

組
・
天
満
組
）
と
い
わ
れ
、
惣
年
寄
が 

           

 
  

    

   

 市
政
の
実
務
を
担
当
し
、
各
町
の
町
政 

は
町
年
寄
が
担
当
し
て
い
た
。
城
代
や 

大
坂
町
奉
行
所
か
ら
の
触
（
ふ
れ
） 

は
惣
年
寄
た
ち
に
伝
え
ら
れ
、
惣
年
寄 

は
そ
れ
ぞ
れ
の
惣
会
所
や
町
年
寄
に
伝 

達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

 
 

       
惣
年
寄
は
名
誉
職
で
、
資
産
が
あ
っ 

て
町
人
の
間
に
人
望
の
あ
る
者
が
選
ば 

れ
、
惣
代
は
惣
年
寄
を
助
け
て
組
の
事 

務
に
専
従
す
る
者
で
、
惣
年
寄
に
任
命 

さ
れ
、
惣
会
所
に
住
ん
で
い
た
。 

各
町
に
は
町
年
寄
と
町
代
が
い
る
。 

町
年
寄
は
名
誉
職
で
、
惣
年
寄
が
任
命 

し
た
が
、
後
に
は
町
人
に
よ
る
選
挙
で 

選
ば
れ
た
。
こ
の
町
年
寄
を
助
け
て
町 

政
事
務
を
執
っ
た
の
が
町
代
で
、
各
町 

が
雇
入
れ
た
が
、
規
模
の
小
さ
い
町
な 

ど
は
一
人
の
町
代
が
兼
務
す
る
こ
と
も 

あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
町
人
で
構
成
す
る
行 

政
組
織
が
整
い
、
町
人
に
よ
る
自
治
（ 

          

  

   

 民
政
）
が
行
き
届
き
、
町
人
天
国
が
謳 

歌
さ
れ
て
い
た
。
「
お
奉
行
の 

名
さ 

え
覚
え
ず 

と
し
暮
れ
ぬ
」
（
江
戸
時 

代
の
大
坂
町
人
出
身
の
俳
人
・
小
西
來 

山
作
）
と
謳
わ
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
と 

違
っ
て
お
上
（
幕
府
）
の
統
制
が
な
く 

て
も
治
安
が
保
た
れ
た
町
で
あ
っ
た
の 

で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
を
三
浦
周
行
氏
は
『
大
阪 

と
堺
』
と
い
う
著
作
の
中
で
「
大
坂
は 

江
戸
と
同
様
、
幕
府
の
直
轄
地
で
あ
っ 

た
が
、
将
軍
の
お
膝
下
で
な
か
っ
た
だ 

け
、
従
属
関
係
は
や
や
希
薄
で
あ
っ
た 

代
わ
り
に
、
市
民
の
自
治
の
観
念
が
盛 

ん
で
あ
っ
て
、
幕
府
も
こ
れ
に
対
し
て 

種
々
の
特
殊
な
制
度
を
布
い
て
居
っ
た
。 

そ
れ
で
自
治
体
の
首
脳
た
る
大
坂
三
郷 

の
惣
年
寄
は
江
戸
へ
参
勤
も
す
れ
ば
、 

大
坂
の
町
奉
行
等
と
も
対
談
が
で
き
た 

の
は
、
一
般
に
町
人
を
貶
め
た
社
会
制 

度
か
ら
い
う
と
、
確
か
に
注
意
す
べ
き 

                         

   

 現
象
で
あ
っ
て
、
封
建
制
度
と
し
て
は
、 

当
時
の
大
坂
は
町
人
の
楽
天
地
・
理
想 

郷
で
あ
っ
た
（
三
浦
氏
は
『
大
阪
』
と 

表
記
す
る
が
、
敢
え
て
『
大
坂
』
に
改 

め
た
）」
と
書
く
。 

 

ま
た
、
火
災
の
火
消
し
も
、
大
坂
で 

は
三
郷
ご
と
に
「
町
火
消
し
」
が
あ
り
、 

町
人
や
侠
客
が
活
躍
し
た
。
北
の
大
火 

で
天
満
の
天
神
さ
ん
が
焼
け
ず
に
す
ん 

だ
の
は
、
侠
客
・
明
石
家
万
吉
（
小
林 

佐
兵
衛
）
が
死
守
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。 

こ
れ
に
対
し
、
江
戸
は
「
大
名
火
消
し
」 

が
主
で
あ
っ
た
。 

 
 

      

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
大
坂
町 

人
の
意
識
の
高
さ
が
故
に
「
大
坂
と
い 

う
都
市
は
封
建
時
代
を
経
験
し
な
か
っ 

た
」
と
言
え
る
と
思
う
。 

 

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

 
 

 
 

― 
町 

人 

自 

治 

― 
大
阪
の
町
人
魂 

所在：中央区農人橋一丁目 

「南大江保育所」 

― 南 組 惣 会 所 跡 ― 

所在：中央区平野町三丁目 

「東横イン」 

-- 北 組 惣 会 所 跡 ― 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字 

程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

所在：北区「滝川公園」内 

―  天満組惣会所跡 ― 


